










緒言

　染色体の仁形成部位(nucleolus organizer regions,以下,NoRs と略す)を分

染する方法として,Howell 一派(1975,1976)は銀染色法を記載した。引き続ぎ

Bloom and Goodpasture(1976)はその変法である Ag-As 法,Ag-I 法について記

載しだ。NoR’sは 18s および 28s riboso-mal RNA に coding する rDNA の局在を

示すことが DNA/rRNA in situ hybridizationで知られている。

　我々もこの銀染色法について検討をすすめてきたので,方法上の問題点につ

いてのべると共に,その臨床細胞遺伝学への応用について報告する。


